
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより    学校スローガン「殻を破れ！一歩前へ」 
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令和４年 １１月２４日 

 南島原市立西有家中学校 

校長 本多 洋二 
西有家中 No１３ 

有意義な修学旅行 

１１月１４日(月)～１６日(水)までの３日間、

修学旅行に行ってきました。１日目、熊本駅か

ら新幹線で鹿児島中央駅まで行き、鹿児島市内

の班別研修を行いました。各班、自分たちが計

画した研修場所を歩いて廻ったり、電車を利用

したりと、計画通り行動できたようでした。中

には、行き方を間違えたり迷ったりしていたよ

うですが、これも研修の一環、生徒たちは、班

長を中心にそれぞれの班が研修を深めることが

できたようでした。何よりも素晴らしかったの

が、班別研修で、集合時間に１人も遅れること

なく、きちんと時間通り帰ってきたことでした。

当たり前のことを当たり前にできることの素晴

らしさ、「さすが西有家中生！２年生！」と感動

した瞬間でした。 

２日目は、知覧特攻平和会館の見学と講話聴

講のあと、奄美の里での草木染を体験しました。

生徒たちは、戦争の悲惨さ、平和の尊さについ

て学んでいました。奄美の里では、ハンカチに、

思い思いのデザイン柄を創作していました。素

晴らしい才能を発揮した生徒もいました。その

後、熊本のホテルでのテーブルマナーについて

体験しました。生徒たちは、緊張した中で夕食

をとっていました。 

３日目は、グリーンランドでの班別行動。こ

の日も一人の遅刻者もなく、集合場所に全員が

揃いました。 

  ３日間の修学旅行で、日に日に成長する子 

どもたちの姿を見ることができ、有意義な修

学旅行でした。 

       大健闘！西有家中駅伝部 

去る１１月１０日に諫早市のトランスコスモス

タジアムで県駅伝大会が開催されました。各郡市

を勝ち抜いた３２チーム出場している中で、女子

が２２位、男子が２４位と健闘しました。男女共

に市の大会でのリベンジを果たすことが出来まし

た。ほとんどの生徒が自己ベストの記録でした。

よく頑張りました。特に、女子においては、競技

場の中で、抜きつ抜かれつの攻防が３・４回繰り

広げられた中、最後のゴール３０ｍ手前で、振り

切り見事２２位に入りました。大健闘でした。最

後まで諦めない姿に目頭が熱くなりました。 

 

 

＜真剣に講話に聞き入る生徒たち＞ 

 

 

＜講師への御礼の挨拶をする原田夏希さん＞ 

 

 

＜スタートする１区女子の伯川さんと男子の高橋君＞ 

 
１２月の主な行事 

 ２日（金） １・２年授業参観、学年 PTA 

５日（月） 人権集会 

８日（木） 生徒会役員選挙 

１４日（水） 生徒会専門委員会 

１５日（木） 薬物乱用防止教室 

      PTA 本部役員会（19:30～） 

１６日（金） 学習コンクール（英語） 

１９日（月） 居住地交流会（特別支援学校） 

２０日（火） 生徒会中央委員会 

２１日（水） 生徒集会 

２３日（金） ２学期終業式 

令和５年１月１０日(火) ３学期始業式 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の考えや人の受け売りです。気軽にお読

みください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

去る 11 月 20 日（日）に有家総合運動公園で、

市 PTA 連合会ペタンク大会が開催されました。

本校も 2チーム参加して、西中Aチームが見事、

準優勝を勝ち取りました。珍プレー好プレーあ

りの楽しい時間でした。参加いただいた保護者

の方々、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『オール１から高校教師に・・・。』 

 
愛知県のある高校にいらっしゃるＭ先生、Ｍ

先生は新しいクラスを受け持つと、まず、こん
な自己紹介から始めます。 

黒板に「国語・数学・理科・社会・英語・音楽・
体育・技術・美術」と９つの教科の名前を書き、
その下にすべて「１」と書き込む。 
「これは、何だと思う？これは、俺が中学１年
のときの成績。オール１！ どうだ？ 見たこ
とないだろう！」 
ザワつく教室。生徒たちは、疑問の声をあげ始
めます。 
「え～？ うそ～！」「じゃあ、何で先生にな
れたの？」 
「中学からがんばって、勉強したわけ？」 

Ｍ先生は、その質問に答える代わりに言いま
す。 
「それじゃあ、中学の最後の成績も書いてみよ
う。すごいぞ！」 
Ｍ先生は「音楽」と「技術」の二つだけを「２」
に書き換えます。あとは、すべて「１」のまま！  
「完璧な落こぼれ」・・・Ｍ先生の場合は、そ
うでした。中学３年生のとき、書けた漢字は自
分の名前だけ。英語の単語はＢＯＯＫだけ。九
九は２の段までしか言えない。 
ここまで落こぼれてしまった一番の原因は、

小学校の頃から受けた「いじめ」だったといい
ます。うつむいて過ごすだけの中学を卒業し
て、大工さんの見習いになったものの２年で挫
折。             （右上へ） 

  

 

 

（左下から） 

 それからというもの、いろんな職を転々とし

ながら、パン屋さんでもらったパンのミミをかじ

って、１ヶ月を１３円でしのいだこともありま

す。悪いことは続くもので、両親は相次いで病死。

Ｍさんは１８歳で、天涯孤独の身になりました。

こんなＭ少年をかすかに支えてくれたもの、それ

は街で出会った同級生のバンドに入れてもらっ

たこと。そして中学から通っていた少林寺拳法で

した。ある日、道場に黒帯を締めた入門生がいま

した。国立大学で少林寺をやっていて、社会人に

なって中断したものの、もう一度この道場でやっ

てみたいという女性でした。彼女がＭ先生の人生

を大きく変えた、後の奥さんです。 

 何かに導かれるように、自然に始まった二人の

交際。当時、建設現場で働いていたＭ先生は、あ

る技能試験を受けるため、彼女に助けを求めま

す。 

「あのさあ、分数の足し算を教えてもらえな

い？」 

分数の足し算をするためには、九九が基礎になり

ます。その九九を知らないことは、すぐにバレて

しまいました。彼女にしてみれば、さぞかしショ

ックだったことでしょう。けれども二人の心の糸

は、途切れることはありませんでした。そしてあ

る日、二人に運命のときが訪れます。 

「夜中に面白そうな番組やってたの。見てみな

い？」彼女が貸してくれた一本のビデオテープ・・・。 

家に帰り、粗大ごみ置き場で拾ったビデオデッキに

それを入れ、再生ボタンを押しました。『ＮＨＫス

ペシャル アインシュタイン・ロマン』 

物理学者たちが「光」というものの正体を追い求め

ていくドキュメンタリー番組でした。初めて体験す

る知的な興奮！感動！分数計算も出来ない一人の

青年が物理学の世界の扉を叩いた瞬間でした。 

「もう一度、勉強がしたい！」 

Ｍ青年が、何かに取り憑かれたように「小学校３年

生のドリル」を買ったのは、２３歳のときでした。 

翌年、高校の定時制に入学。猛勉強を重ねて全国の

模擬試験で、上位の成績を修め、数学は愛知県内で

トップとなる。２７歳で、国立大学に合格。以来９

年間、大学院まで研究に没頭。数学の教師として、

母校の高校に帰ってきたＭ先生は言います。 

「誰にでも、輝かしい可能性がある！ 

ちょっとしたキッカケさえあれば、誰でもがんば

れる。（オール１の人間でも、がんばれば人生は

変えられる!皆さんは何を感じただろうか。） 

 

 

自分の考えや人の受け売りです。 気軽にお読みください。 

人はやる気があれば夢を達成できる、本気にな

れば成し遂げられるという話を紹介します。中学

時代成績がオール１の生徒が高校教師になった話

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


